
省

令

富
山
県

中
新
川
郡
立
山
町
芦
峅
寺
字
ブ
ナ
坂
六
一

北
陸
地
方
整
備
局
立
山
砂
防
事
務
所

中
新
川
郡
立
山
町
芦
峅
寺
字
ブ
ナ
坂
外
一
一
国

有
林
地
内

北
陸
地
方
整
備
局
立
山
砂
防
事
務
所
水
谷
出
張
所

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平成™˜年›月˜日 水曜日 第œ—›™号官 報

（
調
整
対
象
給
付
費
見
込
額
に
係
る
率
）

第
一
条

平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
高
齢
者
の
医
療
の

確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十

四
条
第
二
項
第
二
号
の
政
令
で
定
め
る
率
は
、
百
分
の

百
四
十
六
と
す
る
。

（
前
期
高
齢
者
加
入
率
の
下
限
割
合
）

第
二
条

平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
法
第
三
十
四
条
第

四
項
の
政
令
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
一
と
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
四
十
一
号

国
家
公
務
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
号
）第
一
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

総
務
大
臣

鳩
山

¤
夫

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
総
理
府
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
福
島
県
の
項
中
「
荒
川
砂
防
出
張
所
」
を
「
吾
妻
山
山
系
砂
防
出
張
所
」
に
改
め
、
同
表
富
山
県
の
項
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

（
負
担
調
整
基
準
率
）

第
三
条

平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
法
第
三
十
八
条
第

四
項
の
政
令
で
定
め
る
率
は
、百
分
の
四
十
五
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

河
村

建
夫

〇
財
務
省
令
第
二
十
八
号

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
七

十
三
号
）
第
十
条
及
び
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
第
三
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

金
子

一
義

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年

大
蔵
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
の
三
中
「
三
兆
七
千
七
百
億
円
」
を
「
三
兆
五

千
七
百
五
十
億
円
」
に
、「
一
兆
七
千
三
百
億
円
」
を
「
一

兆
九
千
二
百
五
十
億
円
」
に
、「
千
八
百
八
十
五
億
円
」
を

「
千
七
百
八
十
七
億
五
千
万
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一

条
の
三
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
締

結
す
る
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
再
保
険
契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
締

結
し
た
同
条
に
規
定
す
る
再
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
財
務
省
令
第
二
十
九
号

国
債
に
関
す
る
法
律
（
明
治
三
十
九
年
法
律
第
三
十
四

号
）
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
国
際
通
貨
基
金

及
び
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
措
置
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
条

の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
六
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う

国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

財
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

金
子

一
義

国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
国
債
の
発

行
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
際
復
興
開
発
銀
行
へ
の
加
盟
に
伴
う
国
債
の
発
行
等

に
関
す
る
省
令（
昭
和
四
十
五
年
大
蔵
省
令
第
二
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
又
は
国
際
復
興
開
発
銀
行
地
球
環
境
基
金

拠
出
国
庫
債
券
」
を
「
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
地
球
環
境

基
金
拠
出
国
庫
債
券
又
は
国
際
復
興
開
発
銀
行
気
候
投
資

基
金
拠
出
国
庫
債
券
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
二
十
三
号

独
立
行
政
法
人
通
則
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）

第
五
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
の
業
務
（
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
。）

に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
業
務

（
産
業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
。）に
係
る
業
務
運

営
、
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
業
務
（
産

業
基
盤
整
備
業
務
を
除
く
。）に
係
る
業
務
運
営
、
財
務
及

び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第

七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
及
び
」
を
「
へ
の
資
金
の
融

通
、
融
資
経
理
か
ら
小
規
模
共
済
業
務
等
経
理
へ
の
資
金

（
機
構
法
第
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係

る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
最
適
化
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に

限
る
。）の
融
通
、」に
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
二
十
四
号

特
許
登
録
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
三
十
九
号
）
第

十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
許
登
録
令
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

特
許
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

特
許
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
四
条
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
に
お
け

る
登
録
年
月
日
を
記
録
し
た
部
分
の
前
」
を
「
の
末
尾
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
特
許
登
録
令
施
行
規
則

第
五
十
四
条
（
実
用
新
案
登
録
令
施
行
規
則
第
三
条
第

三
項
、
意
匠
登
録
令
施
行
規
則
第
六
条
第
三
項
及
び
商

標
登
録
令
施
行
規
則
第
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
以
後
に
す
る
質
権
の
設
定
の
登
録
に
つ
い
て
適
用

し
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
質
権
の
設
定

の
登
録
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
環
境
省
令
第
四
号

環
境
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十

二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
環
境
事
務
所
組
織

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

環
境
大
臣

斉
藤

鉄
夫

地
方
環
境
事
務
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

地
方
環
境
事
務
所
組
織
規
則
（
平
成
十
七
年
環
境
省
令

第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
生
物
多
様
性
保
全
企
画
官
」
の
下

に
「
、
動
物
愛
護
専
門
官
」
を
加
え
、「
を
置
く
（
」
の
下

に
「
動
物
愛
護
専
門
官
に
つ
い
て
は
関
東
地
方
環
境
事
務

所
、
中
部
地
方
環
境
事
務
所
、
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
及

び
九
州
地
方
環
境
事
務
所
に
限
り
、」を
加
え
る
。

第
七
条
第
二
十
八
号
中
「
野
生
生
物
の
保
護
」
の
下
に

「
並
び
に
人
の
飼
養
に
係
る
動
物
の
愛
護
並
び
に
当
該
動

物
に
よ
る
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
に
対
す
る
侵
害
の

防
止
」
を
加
え
、
同
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
同
条
中
第

二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十

七
号
と
し
、
第
二
十
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
六

愛
が
ん
動
物
用
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
に
関

す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
に
基

づ
く
報
告
徴
収
、
立
入
検
査
、
質
問
及
び
集
取
に
関

す
る
こ
と
。

第
十
八
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
七

条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
一
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
動
物
愛
護
専
門
官
の
職
務
）

第
十
二
条

動
物
愛
護
専
門
官
は
、
人
の
飼
養
に
係
る

動
物
の
愛
護
に
関
す
る
専
門
の
行
政
事
務
を
行
う
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
二
十
六
号
の
改
正
規
定
は
愛
が

ん
動
物
用
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
施
行

の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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